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５  基本的な方針

 １ 目指すべき将来像

　新発田市地域公共交通網形成計画では、新発田市が目指す「住みよいまち　しばた」の実現に

向けて、「地域と地域をつなぐ」公共交通ネットワークの充実を図り、快適で潤いのある生活環

境を確立していくとともに、公共交通ネットワークの充実によって「人の流れ」、「人と人との交

流」を生み出し、まちの賑わい創出につなげていくため、まちづくりや都市づくりと連携し、「地

域と地域をつなぎ、人が行き交う、暮らしやすいまち」を公共交通の目指すべき将来像として、

各種取組を進めていきます。

 ２ 都市構造と連動した地域公共交通
　公共交通の目指すべき将来像を実現するため、「新発田市都市計画マスタープラン」及び「新発田

市立地適正化計画」に定められた都市づくりの観点を踏まえ、次の方向で公共交通ネットワークの

充実・強化を図ることを基本とします。

■新発田市街地における都市拠点の形成

　新発田市都市計画マスタープランでは、目指すべき将来の都市の骨格として、新発田市街地中

心部を「都市拠点」と位置付けています。地域公共交通ネットワークの構築においては、新発田

市街地中心部、特に、新発田駅を交通結節点として、中心市街地の各公共施設や商業施設、医療

機関といった都市機能施設 や新発田城や清水園などの観光資源への市内外からのアクセス性を確

保し、回遊性を向上させることで、都市拠点としての機能を高めます。

■都市拠点と周辺地域を結ぶ交通軸の形成

　新発田市都市計画マスタープランに基づき、各地域において、学校やコミュニティセンターな

どの公共施設、商業施設等が立地する「生活拠点」の形成を図るためには、都市拠点との、ある

いは地域生活拠点間における公共交通のネットワークを充実・強化し、地域住民の移動手段を確

保することで、生活環境を維持・向上させ、暮らしやすい環境の形成と地域の活性化を図ります。

地域と地域をつなぎ、人が行き交う、暮らしやすいまち

※

※

　※都 市 拠 点：市の中心となるべき地区
　※都市機能施設：医療施設、福祉施設、商業施設、その他都市の居住者の共同の福祉又は利便のため必要な施設で、
　　　　　　　　　都市サービス機能の増進に著しく寄与するもの
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■周辺自治体との交流軸の形成

　住民の交通行動範囲は広域化しており、新発田市と周辺自治体間では、通勤や通学、通院や買

い物などの目的で、日常的な人の移動がみられます。こうした住民の日常生活圏を考慮した自治

体間の移動を支える広域的な地域公共交通ネットワークの整備を進めることで、新発田市が近隣

市町の中心的都市として魅力を高め、交流人口の増加と圏域全体の活性化につなげていきます。

■コンパクトなまちづくり

　新発田市都市計画マスタープランでは、都市機能を集積した利便性の高い都市拠点の形成と拠

点間をネットワークで結び、人が交流する賑わいのあるまちの形成を図り、コンパクトで暮らし

やすいまちづくりの実現を目指しています。公共交通は、その目指すべき都市づくりの下、新発

田市全域及び近隣市町村を含めた広域的な視野でネットワークの再構築を図り、持続可能なまち

づくりを進めます。

図表5-1：新発田市のまちづくりと「新発田市地域公共交通網形成計画」の関係

新発田市まちづくり総合計画

将来都市像

公共交通の役割都市構造

役割の明確化

住みよいまち日本一
健康田園文化都市・しばた

新発田市都市計画マスタープラン

都市づくりの将来像

安心安全で持続可能な魅力ある都市

関連施策

中心市街地活性化、観光振興、
福祉、健康、環境　など

新発田市地域公共交通網形成計画

目指すべき将来像

地域と地域をつなぎ、人が行き交う、
暮らしやすいまち

地域住民の
移動手段の確保

新発田市街地における
都市拠点の形成

行　政

ネットワークの充実・強化に
よるまちの賑わいの創出

都市拠点と周辺地域を
結ぶ交通軸の形成

地域住民

人の交流の活発化周辺自治体との
交流軸の形成

交通事業者

コンパクトなまちづくり

関係機関

取組の視点

利便性の向上

持続可能性の向上

効率性の向上

まちづく
りと連携
した公共
交通施策
の促進

新発田市立地適正化計画

３つの方向性

コンパクトなまちづくりの継続

新発田市街地における
都市サービス機能の維持・充実

周辺市街地における市街地環境の
維持とネットワークの強化
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 ３ 地域公共交通の役割
　地域公共交通は、日常生活に必要不可欠で、暮らしを支える土台ともいえるものです。この地域

公共交通の充実を図ることによって、交通利便性が向上し、暮らしやすいまちづくりにつながるだ

けでなく、中心市街地の活性化や観光振興、環境への負荷軽減など様々な分野に効果が表れると期

待されます。

　新発田市では、まちづくりの観点から、次の３つの役割を本計画の計画期間における地域公共交

通の重点役割として位置付けます。

■地域住民の移動手段の確保

　地域住民、特に、自家用車を運転できない高齢者や障がい者、高校生等の交通弱者の通勤や通学、

通院や買い物などの日常生活上不可欠な移動手段を提供し、公共交通空白域の減少を図ることに

よって日常生活を支えます。

■ネットワークの充実・強化によるまちの賑わいの創出

　都市拠点や地域生活拠点における商業施設、コミュニティ施設等を公共交通でつなぎ、公共交

通ネットワークを充実・強化することによって、都市拠点や地域生活拠点への人の流れをつくり、

中心市街地のまちの賑わいや地域の活性化を図ります。

■人の交流の活発化

　地域公共交通の充実により、移動の利便性や回遊性を向上させることで、近隣市町村や観光客

との交流を活発化させ、地域活力の増進を図るとともに、交流人口の増加から定住人口の増加に

つなげます。

 ４ 取組の視点と役割の明確化
　地域の方から利用される公共交通体系を構築するため、取組の３つの視点から事業の適切性、妥

当性、有効性を検討し、行政、地域住民、交通事業者、関係機関がそれぞれの役割の下、連携しな

がら取組を進めていきます。
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・地域の特性や利用者ニーズに合った利用しやすい公共交通となっているか。
・鉄道駅や乗換拠点などの交通拠点、商業施設や医療機関といった施設の立地や人口集積区域で
　利用しやすい環境が整備されているか。

・公共交通機関の競合や需要を上回る交通サービスの提供となっていないか。
・地域全体の公共交通を見直し、ネットワーク化を図ることにより無駄の削減はできないか。

・地域に支えられた公共交通となっているか。

・地域の実情に応じた、最適な公共交通について、関係機関等と連携して検討を進めます。
・取組の実施に向けて、地域の関係者と連携して取組を進めます。
・取組の検討及び実施に当たっては、広域的な観点に立って取り組みます。

・地域の公共交通に関する検討に、地域の関係者の一員として関わります。
・公共交通を積極的に利用し、地域全体で利用していく意識を高めます。
・公共交通の維持、運営、それを支える取組を行うよう努めます。

・地域公共交通の形成及び活性化等に向けた検討に、積極的に関わります。
・利用者の視点に立ち、取組を着実に実施します。
・提供する運送サービスの質の向上を図ります。
・地域公共交通の利用減少を食い止め、回復していく取組を展開します。

・商店街、地元企業、病院や観光施設といった関係機関は、行政と地域住民、交通事業者が実施
　する公共交通の取組に参画し、地域の活性化につながる取組を展開します。

取組の視点

地域公共交通に関わる各実施主体の役割

利 便 性 の 向 上

行 政

効 率 性 の 向 上

地 域 住 民

持続可能性の向上

交通事業者

関 係 機 関


